
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                             

 
 

                        

 

                                         

受講無料
＊事前申込みが必要です！ 

10:00～11:30〈全4 回〉 

問合せ：玉島公民館 倉敷市玉島阿賀崎1-10-1 ☎086-526-7625   

玉島市民交流センター2Ｆ 第２会議室 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■講演会開始２時間前の時点で「暴風警報」もしくは「特別警報」が発令している

場合は中止とします。 定員８０名 
 

第1回6/12(木) 

任意団体 K＆ 代表  冠野 真弓 氏 

支援者として出会うかも知れないあなたへ

★講師プロフィール★ 
看護師として、混合内科・循環器の集中治療室・ 
緩和ケア病棟・婦人科・看護大学教員の経験を
もち、２０２０年より在宅診療専門クリニックの立
ち上げに関わり、自宅で生活することを支える看
護師として勤務。 

 

「ヤングケアラーとしての日々」 
  

９歳の時、母親の介護をすることになりヤングケアラーとしての日々が始まる。
その後、父親、さらに姉の支援も必要となり、家族３人のケアが自身のもとに。 
そこからのケア経験と家族のケア経験をラフィングケアラー（笑っているケア
ラー）として話せるようになるまでをお話しします。 

 
 

 第２回7/12(土) 

差別と闘った人々の歴史 ～「渋染一揆」を学ぶ～
岡山県人権教育研究協議会 元事務局長 野平 敏弘 氏 

★講師プロフィール★                     
１９５４年 東京都武蔵野市生まれ 

１９７８年～２０１１年 社会科の教員として県内の中学校 

で勤務 

１９８５年～ 岡山県同和教育研究協議会の活動に参加 

１９９５年～ 「渋染一揆」現地研修案内を開始 

 「人間の尊厳を守り抜く闘い」     
江戸時代末期の1855年に備前藩(岡山藩)の財政を立て直すため

出された倹約令には被差別部落の人々に対する差別法令が含まれ 

ていました。この法令の撤回を求めた粘り強い闘いが「渋染一揆」

です。学校で学習された方も多いと思いますが、このできごとに

ついてお話をします。 
 

第３回9/6(土) 

｢地域で暮らそう｣～住みたい場所で自分らしく生きる～ 

 
★講師プロフィール★  

NPO法人 おかやまUFE 副理事長 
NPO法人 岡山県精神障害者家族会連合会  

副理事長  
公益社団法人 全国精神保健福祉会 

連合会中国ブロック ブロック長 
阪井土地開発株式会社 代表取締役 

「住みたい場所で自分らしく生きる」 
 

世間には、あらゆる事情で部屋を借りることができず、社会復帰できな
い人（社会的弱者）が多く存在している。 
３０年前から岡山市で不動産業を営む上で社会的弱者の現状を知り、 
現在も支援活動を続けている。 
活動を通して得た体験談をもとに、「住みたい場所で自分らしく生きる」 
にはどのようにすればよいのか、一緒に考えてみましょう。 
問題の深刻さについては、たびたびマスコミでも取り上げられてい
ます。しかも、その多くはプラスチックなどの生活ごみなのです。
私たちがこの問題を「自分事」として考えない限り、根本的な解
決をすることはできません。海洋ごみの発生抑制のために、私た
ちはどんな取組をすればいいでしょうか。地歴部の皆さんと一緒
に学びましょう。 

阪井ひとみ 氏  

第４回10/9(木) ｢夢を持ち続ける そしてあきらめないこと 
～パラアーチェリーとの出会い～｣

パリ2024 パラリンピック競技大会アーチェリー日本代表 大江 佑弥 氏 

 ★講師プロフィール★ 
 

1988年 岡山県倉敷市生まれ。 倉敷商業高校硬式野球部出身。 
27歳の時に３回目の脳出血を発症、右半身麻痺の障がいが残る。 
半年間の入院後、パラアーチェリーに出会う。 
2022年から日本代表として活動。 
2023年11月、パリパラリンピックアジア大陸選考会で優勝。
2024年８月に開催されたパリパラリンピック競技大会に出場。 

「パラアーチェリーとの出会い」 
        
右半身麻痺の障がいを負ってからパラスポ

ーツに興味を持ち、多くの競技の中からパラ

アーチェリーと出会い、そしてパラアーチェ

リーを通じて様々な体験が出来たことをお

話しします。 


